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CORPORATE PROFILE
社　名
国分グループ本社株式会社

事業内容
酒類・食品卸売業

ウェブサイト
https://www.kokubu.co.jp/

　1712年に創業した国内有数の酒類・食品卸売業として知られる国分グループ本
社株式会社は、組織再編や基幹システム更新を通じた業務基盤の再構築に続き、
生産性向上策として、2017年からRPA（ロボティック・プロセス・オートメーショ
ン）を導入。自社運用で一定の成果を挙げたものの、長期運用に課題があったこと
からBizRobo!パートナーの株式会社ヴィンクスとの協業体制に転じ、2021年3月
から、ヴィンクス社によるサポートおよび製品サポートの手厚い「BizRobo!」の稼
働を開始した。自社の方針にマッチしたツール選択と、流通業界に通じたパート
ナーの支援により、人手に頼っていた定型作業をほぼ完全に自動化するなど活用
が加速。近く100人相当の余力創出を見込むほか、広範なデジタル活用を見据えた
社内人材の育成にも着手している。

- お話を伺った方 -
サプライチェーン統括部　部長
酒井 宏高 氏

サプライチェーン統括部　業務改革推進部
業務改革推進課長
小林 健人 氏

Highlight

煩雑な定型作業からの解放を加速、新たな事業領域に注力

「100人分の余力創出」達成が射程に。

RPAから始まる食品卸のデジタル変革

（左から順に）小野里 一輝 氏、小川 義騎 氏、酒井 宏高 氏、稗田 尚子 氏、小林 健人 氏、牛腸 信行 氏、吉成 武志 氏

RPAを自社運用してみるも、
長期継続できる体制づくりに課題

BizRobo!パートナーとの協業を選び、
パートナー推奨の「BizRobo!」を導入
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Basic



業務効率化に導入した
RPAの長期的な運用体制に課題

　300年超の歴史を誇り、直近では年
商2兆円に迫る国内有数の酒類・食品
卸売業として知られる国分グループ。
全 国300を超 える 物 流 拠 点を通じ、
メーカー約1万社の商品を取引先約3万
5,000社に供給する「モノ売り」の同グ
ループには、商流の川上・川下双方から
日々膨大な情報が集まる。
　これらを総合して得られる知見をも
とに、同グループは取引先の課題解決
や付加価値創出につながる機能・企画
といった「コト売り」ビジネスに重点を
移す一方、グループの再編や基幹システ
ムの刷新を柱とする「卸基盤再構築プ

ロジェクト」を通じ、既存業務の標準
化・効率化にも取り組んできた。
　その一環として2017年からは、社外
との接点が多いなどの理由でシステム
化が難しい業務の効率化にRPAを導

入。情報システム部門と業務部門がそ
れぞれ別のツールで社内開発を担い一
定の成果を挙げたが、長期運用に向け
ては課題も残されていた。

導入事例 国分グループ本社株式会社

RPAは「システム」ではなく「デジタルレイバー」　　　　 を
選んだ理由

自社の方針に適した
パートナーとツールに変更

　国分グループ本社の情報システム部門
と各地のグループ企業が異なるツールで
開発運用を始め、いずれも導入費用以上

の効果をもたらしたRPAは、社内に有用
性が浸透した。一方で「現場の要望に応
えるロボットの開発と保守を安定して続
けるには至らず、経営陣から新たな体制
づくりを求められました」と、普及を担う
小林健人氏は振り返る。

　向こう5年間の長期経営計画を策定中
だった国分グループ本社は、RPAによる
既存業務の改善を、同計画に基づくデジ
タル化施策と位置づけ、社内人材と外部
企業の協業で取り組む方針に転換する。
具体的には、RPAを「システム」ではなく

「煩雑な事務を任せられる仮想労働者
（デジタルレイバー）」と定義し、社内各
部からの増員希望に応じる要領で活用
拡大を図ることとし、こうした方針と流
通 業 界 に通じた パートナーとして、
BizRobo!パートナーである株式会社ヴィ
ンクスを選定。デジタルレイバー活用に
適したRPAツールとしてヴィンクス社が
推奨する「BizRobo!」に移行した。

小林 健人 氏

小林 健人 氏

Basic

「商品」と「情報」の要として価値創出を目指す導入背景
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業務集約・標準化の成果を生かし
迅速に横展開

　2021年3月に国分グループで稼働を
始 めたBizRobo!は、全 国7エリアへの
グループ会社再編や新基幹システムへ
の移行過程で標準化されたタスクを中
心に、まず24業務についてヴィンクス
社開発のロボットを導入。拠点ごとに
必要となるマスタ登録作業などでは、

専用開発したロボットが積極的に横展
開された。
　商流の川上と川下をつなぐ業務に関
しても、「商品に関する最新情報を反映
させるため、小売業のウェブサイトが更
新され た際、掲 載され た商品のメー
カー担当者にメールで通知する作業」
や、「小売業が企画中のフェア情報を複
数メーカーに通知後、協力するメーカー
からの回答内容を集約して小売業に返

信する作業」などで、順次ロボット化を
進めている。
　これらと同様、受発注や営業の担当
者が目下手作業で取りまとめている情
報は相当数にのぼる。そうした作業に
ついて小林氏は「RPAで確実に刈り取
れる “宝の山”と捉えています」と話す。
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商流の川上と川下をつなぐ作業など24業務で導入対象業務

「年18万時間相当のロボット化」
が射程に

　同グループは新たな開発運用体制の
もと、既存業務と、従来手が回らなかっ
た業務の双方でRPA活用を着実に進め
ている。
　このうち「ECサイト運営企業から、商
品販売代金の請求書として届くメール添
付のPDFをもとに、基 幹システム上で
メーカー別の販売額登録とリベート処理
を行う業務」では、従来ベテラン事務員

が月60時間かけていた作業を、ほぼ完
全な自動処理に移行させた。
　一連の業務改革をリードしてきた、国
分グループ本社サプライチェーン統括部
部長の酒井宏高氏は「2023年末までに、
少なくとも従業員100人分にあたる年間
18万時間相当のリソースをデジタルレイ
バーで創出できれば」と見通しを語る。
　小林氏ほか同グループのRPA推進担
当者と、開発運用の実務を担うヴィンク
ス社のチームは週2回のミーティングで
進捗と情報を共有しており、自社運用拡

大に向けたノウハウの移転も進められて
いる。

社内基幹システムへのマスタ登録作業

小林 健人 氏

新商品取り扱い
開始の案内

営業担当者営業担当者

担当者担当者

基幹システム基幹システム

A倉庫マスタA倉庫マスタ

B倉庫マスタB倉庫マスタ

C倉庫マスタC倉庫マスタ

登録

登録

登録

新商品取り扱い
開始の案内

営業担当者営業担当者

担当者担当者

基幹システム基幹システム

A倉庫マスタA倉庫マスタ

B倉庫マスタB倉庫マスタ

C倉庫マスタC倉庫マスタ

登録

登録

登録

RPA用シートRPA用シート

Basic

熟練者が月60時間かけていた作業をRPAに代替導入効果
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定型作業を手放し、
もっとワクワクする仕事を

　システム化しづらい業務の効率化策と
して順調に拡大しているデジタルレイ
バーの活用が、今後大きく2点で私たちの
事業戦略に貢献すると期待しています。
　1つは、定型作業を手放した余力で
社員が発想力を発揮し、もっとワクワ
クする仕事にシフトできること。本人
の仕事における幸福度が高まるだけで
なく、新たな顧客体 験をもたらす「コ
ト」の提案を通じて「モノ」の需要を生
むビジネスモデルへの転換も加速する

と考えています。
　もう1つは、IT投資が困難な場合も
業務効率化できる手段を私たちが持
つことで、小規模なお取引先との連携
を強化できる点です。地元住民に支持

される小売業などは、基盤を生かした
魅力向上の余地も大きく、そうしたビ
ジネスに対するきめ細かいサポートの
一端をBizRobo!が担ってくれることで
しょう。（小林氏）
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普及と統制のバランスをみながら
運用体制を強化

　RPA活用などの業務改革をリードで
きる社内人材の育成を重視する国分グ
ループには現在、若手を中心にデジタル
活用の研修を受けた社員「デジタルエ
バンジェリスト」が全国に約30人いる。
これを「今後5年で100人まで増やして
デジタル活用を加速させる」（小林氏）
ほか、マクロを用いた業務改善経験を
持つベテラン社員などを念頭に、今後
RPAの社内開発者も募る予定という。

　依然FAXの出番も多い既存業務に
は、RPAと共 にAI-OCRなども活 用。
デジタル化と生産性向上を通じて得
られるデータや余力を生かすことで、
長期経営計画の柱でもある「コト売
り」の強化につなげたい考えだ。
　RPAの活用推進と開発運用を担う
社内人材は当面、導入現場となる各
地の拠点に分散配置させながらも、
長期的には運用統制や標準化の観点
から、同グループ本社への集約化を進
めていく計画という。

小規模から業務効率化できるRPAがビジネスを支える現場の声

（左）小林 健人 氏　（右）ヴィンクス社 坂本 直揮 氏

小林 健人 氏

Basic

RPA活用推進と開発運用の社内人材を育成今後に
ついて
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


